
　

自
治
会
と
は
、
同
じ
地
域
に
住

む
人
々
が
交
流
を
通
し
て
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
し
、
安

心
・
安
全
な
生
活
を
維
持
す
る
た

め
に
、
協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
任
意
団
体
で
す
。

　

今
で
は
、
そ
の
存
在
自
体
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
も

そ
も
何
を
目
的
に
作
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

●
明
治
か
ら
戦
中
ま
で~

行
政
補

完
組
織
か
ら
国
の
行
政
末
端
組
織
へ

　

自
治
会
の
起
源
は
、
１
８
８
９

年
（
明
治
22
年
）
の
「
市
制
町
村

制
」
法
の
成
立
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
「
行
政
区
」
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
町
村
が
発
足
し
、

多
く
の
町
村
合
併
が
進
め
ら
れ
る

中
で
、
行
政
の
補
助
的
役
割
を
担

う
「
補
完
組
織
」
と
し
て
形
成
さ

れ
ま
し
た
。
広
域
化
し
た
市
町
村

で
は
、
細
か
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

単
独
で
行
う
こ
と
が
困
難
だ
っ
た

た
め
、「
行
政
区
」
は
地
域
の
秩

序
維
持
の
た
め
に
大
い
に
貢
献
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
行
政
区
」
は
、「
町

内
会
・
部
落
会
」
と
名
前
を
変
え
、

１
９
４
３
年
（
昭
和
18
年
）
に
は
、

太
平
洋
戦
争
時
の
体
制
強
化
の
も

と
、
国
の
末
端
行
政
組
織
に
変
貌

し
ま
す
。

　

江
別
に
明
確
な
自
治
組
織
が
誕

生
し
た
の
も
ま
さ
に
こ
の
頃
。
自

警
や
物
資
の
配
給
、
防
空
演
習
な

ど
が
町
内
会
や
隣
組
（
注
１
）
を

通
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
に

よ
る
組
織
が
、
行
政
の
協
力
団
体

と
し
て
公
的
な
性
格
を
持
ち
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。

●
戦
後
か
ら
現
在
ま
で~

住
民

主
導
組
織
へ

　

戦
後
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に

よ
る
人
口
移
動
が
急
速
に
進
み
、

都
市
や
農
村
で
も
地
域
社
会
構
造

が
大
き
く
変
化
。
弱
体
化
し
た
社

会
基
盤
を
強
化
す
る
目
的
で
、
市

町
村
合
併
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し

た
。

　

記
憶
に
新
し
い
平
成
の
合
併
で

は
、「
地
域
自
治
区
」
制
度
が
制

定
さ
れ
、
住
民
に
よ
る
自
治
強
化

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
住
民
同
士
が
協
力
し
合
い
、

地
域
を
ま
と
め
る
と
い
う
住
民
主

導
の
活
動
と
組
織
の
構
築
が
必
要

と
さ
れ
、
そ
の
基
盤
を
自
治
会
が

担
い
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今、見直される自治会組織
特集

　「自治会の会員ではあるけど、その必要性がよくわからない」、「会員になるメリッ
トって何だろう・・」、こう思ったことがある人は少なくないかもしれません。
　自然災害が多く、高齢化が進む日本国内で、今地域の人と人とのつながりの大切
さが注目を集めています。
　今月はその中核組織である自治会についての特集です。熱心に活動をしている自
治会を紹介します。皆さんが住んでいる地域の活動に目を向けてみませんか？

「お互いさま」の気持ちが支える地域活動

（注１）隣組＝第二次大戦時に国民統制のためにつくられた地域組織。



●
自
治
会
組
織

　~
会
員
は
世
帯
単
位

　

自
治
会
は
、
同
じ
居
住
区
に
住

む
各
世
帯
を
会
員
と
し
、
会
長
・

副
会
長
・
部
長
な
ど
の
役
員
の
ほ

か
、
総
務
部
・
生
活
環
境
部
な
ど

の
部
会
、
さ
ら
に
区
長
・
班
長
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

道
内
の
自
治
会
の
役
員
は
「
選

考
委
員
会
に
よ
る
選
考
」、「
役
員

の
中
で
の
互
選
」
に
よ
っ
て
選
ば

れ
、
任
期
は
約
２
年
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
班
長
は
１
年
単
位
の

輪
番
制
が
多
い
よ
う
で
す
。

●
運
営
資
金

　~

会
費
は
活
動
の
貴
重
な
資
金

　

収
入
の
多
く
は
会
費
で
、
全
体

の
約
50
％
ほ
ど
を
占
め
て
い
ま
す

●
会
費
は
地
域
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す

　

会
費
の
使
途
は
活
動
内
容
に
よ

り
自
治
会
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
グ
ラ
フ
②
の
よ
う

に
、
活
動
を
支
え
る
事
務
費
や
会

議
費
、
見
学
旅
行
・
敬
老
の
集
い
・

自
治
会
の
防
犯
灯
の
電
気
代
や
設

置
修
理
費
な
ど
各
種
事
業
費
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
に
関
す
る
費
用
は
、
支

出
全
体
の
約
１
／
３
ほ
ど
を
占
め

て
い
る
自
治
会
も
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
家
の
周
り
に
あ
る
防
犯
灯

は
、
自
治
会
か
ら
の
支
出
と
市
か

ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

お
り
、
夜
間
の
安
全
な
環
境
づ
く

り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
①
参
照
）。
ほ
か
に
、
市

の
補
助
金
や
自
治
会
が
行
っ
て
い

る
資
源
回
収
か
ら
得
た
報
奨
金
な

ど
が
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。参考：「北海道の単位町内会・自治会組織のすがた」（一社）北海道町内会連合会 2013.3

参考：「平成 23 年度自治会に関するアンケート集計結果」
江別市自治会連絡協議会、江別市 2011.6
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会員会費
行政補助金・助成金

行政委託費
関係団体助成金

事業収入
寄付金など
その他

10 50 ％

52.3％

収  入

0

現在 162 の自治会がありま
す。
     ■江別地区       52
    ■野幌地区       48
    ■大麻地区       62

自治会加入戸数　38,838 戸
（2013 年 4月現在）

　冬期間の排雪費も、住民みんなで分担してい
る自治会があります。　

●行っている　68.7％
　  ・ 会費に含む　45.3％
　  ・臨時徴収　15.6％
　  ・その他　7.8％
●行っていない　31.3％

グラフ①
事務費
会議費
事業費
除排雪費
募金費
負担費
その他

％10 30 50

40.4％

支  出

0

防犯灯の
経費も会
費から

グラフ②

高齢者と交流会
敬老会の開催
お祭り・盆踊り
ラジオ体操
などの開催

③清潔な地域づくり事業

地域清掃活動
集団資源回収
など

自治会報の発行
自治会館管理運営
自治会活動中のケ
ガなどに対する保
険加入など

②福祉育成事業

⑤地域自治活動事業

①地域交流事業

親睦行事、研修旅行、研
修会、スポーツ活動、市
民活動団体との連携事業
など

自治会で行われている主な活動です。

野幌代々木町花園自治会　大掃除のっぽろシティハウス自治会　自治会祭り

上江別中原自治会 大運動会

野幌代々木町西自治会  百人一首
自主防犯パトロー
ルなどの防犯活動
交通安全運動
災害に備えた各種
防災活動
地区内道路への防
犯灯設置と維持管
理など

④安全な地域づくり

見晴台自治会　防災訓練
自治会報



　

江
別
市
で
も
高
齢
化
率
が
25
％
を
越

え
て
い
ま
す
。
孤
独
死
な
ど
が
社
会
問

題
と
な
る
中
、
地
域
の
見
守
り
活
動
な

ど
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
愛
の
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

  

一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
、
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
・
障
が

い
者
世
帯
な
ど
が
孤
立
す
る
こ
と

な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
で
、
江
別
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
自
治
会
に
呼

び
掛
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
は
、
日
頃
の
安
否

確
認
を
目
的
と
す
る
「
愛
の
ふ
れ

あ
い
活
動
」
と
、
閉
じ
こ
も
り
の
防

止
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的

と
し
た
「
地
域
交
流
の
集
い
活
動
」

が
あ
り
ま
す
。

◎
「
地
域
交
流
の
集
い
活
動
」
の

先
駆
け

　

錦
町
新
生
自
治
会
で
は
、
民
生

委
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し

　私たちの自治会では、高齢化率が30％と江別市の平均よりも5％も高
くなっています。
　普段の声掛けは民生委員が中心となり、ボランティアと協力して月1
回程度行っています。大雪の時などは、給排気口が雪に埋まっていない
かを見て回ったり、人が歩ける程度に玄関前の雪かきのお手伝いをする
こともあります。自治会の文書などもなるべく手渡しするようにしてい
て、話に花が咲いて長話になることもありますね。逆に私が体調不良で
外出できず久しぶりに会った時などは、「どうしたの？」とたくさんの人
に声を掛けられました。お互い気に掛けているのだなと感じました。
　また、地域交流会の集いでは、一緒に楽しみ、必ず一回は笑いましょ
うと参加者に呼び掛けています。最初は、皆さん緊張するようですが、
2回目からは「次はいつやるの？」と聞かれ、楽しみにしてくれている
人がいるんだと励みになります。
　こうした取り組みはお互いが楽しんで、無理なく継続することが大切
なんだと思います。

　

災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
私
た
ち
が
避

難
す
る
の
は
、
近
く
の
避
難
所
で
す
。

災
害
発
生
後
初
期
に
市
職
員
が
派
遣
で

き
な
か
っ
た
り
、
避
難
が
長
期
化
し
た

場
合
、
住
民
が
運
営
の
主
体
と
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
避
難
所
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
江
別
市
避
難
所
運
営
訓
練

　

10
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰
、
対
雁

小
学
校
で
見
晴
台
自
治
会
と
江
別

市
の
共
催
で
避
難
所
運
営
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
こ
の
訓

練
は
、
地
震
発
生
後
の
避
難
所
開

設
か
ら
運
営
を
体
験
す
る
も
の

で
、
朝
夕
の
炊
き
出
し
や
ダ
ン

ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
作
成
・
就
寝
、

震
災
派
遣
職
員
の
講
話
な
ど
に
地

域
住
民
82
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

錦
町
新
生
自
治
会

　

福
祉
部
長

　
小
林
　
正
枝
さ
ん

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
障
が
い
の

あ
る
方
の
世
帯
へ

声
か
け
や
交
流
会
を

防
災
訓
練

■
　

平
成
26
年
度
に
自
宅
か
ら
避
難
所

ま
で
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
防

災
へ
の
意
識
も

高
ま
り
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど

も
実
際
の
災
害

時
に
役
立
つ
も

の
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
で
出
た
課
題
な
ど
を

１
自
治
会
だ
け
の
問
題
と
す
る
の
で

は
な
く
、
全
市
的
な
防
災
計
画
な
ど

に
も
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
が
行
う
防
災
訓
練
は
、
い

ざ
と
い
う
時
の
心
構
え
と
し
て
大
変

意
義
の
あ
る
も
の
で
す
の
で
、
皆
さ

ん
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　

見
晴
台
自
治
会
で
は
、
平
成
９
年

に
自
主
防
災
規
程
が
策
定
さ
れ
、
年

２
回
の
防
災
研
修
会
（
災
害
図
上
訓

練
や
避
難
所
模
擬
体
験
ゲ
ー
ム
）
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
の
災
害

時
に
対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず

避
難
所
の
運
営
を
体
験
し
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
市
と
話
し
合
い

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
　

１
泊
２
日
の
宿
泊
を
伴
う
訓
練
で

し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
、「
行
動

を
起
こ
し
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
が

あ
っ
た
」「
体
験
す
る
こ
と
で
意
識
が

生
ま
れ
た
」
な
ど
お
お
む
ね
参
加
し

て
良
か
っ
た
と
い
う
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
だ
、
参
加
者
が
82
名

と
当
初
予
定
し
た
人
数
の
約
半
分
で

し
た
。
こ
う
し
た
訓
練
は
、
当
日
訓

練
を
体
験
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

日
頃
か
ら
防
災
・
減
災
に
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
、
参

加
者
が
増
え
る
よ
う
に
、
日
頃
の
啓

発
活
動
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。見晴台自治会　会長

阿部　晃
こうじ

治さん　　　
　　

見晴台自治会　総務部長
佐藤　一雄さん

て
、
65
歳
以
上
の
独
居
老
人
や
75

歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
世
帯
を
対
象

に
声
か
け
や
地
域
交
流
の
集
い
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
自
治
会
と
し
て
い
ち
早

く
（
平
成
14
年
度
か
ら
）
取
り
組

ん
だ
地
域
交
流
の
集
い
は
、
年
５

回
程
度
開
催
さ
れ
、
健
康
に
関
す

る
勉
強
会
や
調
理
を
楽
し
む
食
事

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
で
地

域
の
高
齢
者
の
楽
し
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。



　自治会連絡協議会は、昭和 41年から各
地域活動の相互連携や自治会設置の促進な
ど自治会全般の活動を推進しています。
　役員の高齢化と後継者の人材不足・会
員の減少などが課題となっていますが、
若い人たちにも参加してもらえるよう検
討を重ねているところです。
　仮に地域から自治会が姿を消してし
まったらどうなるでしょうか。まず、住
民が発案し実施する「自治会祭り」や「ラ
ジオ体操」などの行事がなくなり、その
地域は人の温もりのない非常に寂しいも
のになってしまうでしょう。
　自治会の活動は決して「しなければなら
ない」という義務や押しつけではありませ
ん。「住んでいる地域がこうなったらいい
な・・・」という想いを実現させる機会と捉
えてもらえればと思います。
　「遠くの親戚より近くの他人」と言われ
るように、身近な気心の知れた人の存在
ほど、日々の生活の中で心強いことはあり
ません。自治会という地域の社交場を利
用して、新たな出会いや、つながりのきっ
かけを作っていただければと思います。

　

阪
神
・
淡
路
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、
地
域
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
重
要
性
に
気
付
か
さ

れ
た
と
い
う
人
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

大
き
な
自
然
災
害
や

危
機
に
直
面
し
た
と
き

こ
そ
、
人
は
独
り
の
力

不
足
を
実
感
す
る
も

の
。
事
実
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
倒
壊

し
た
家
屋
な
ど
の
下
敷

き
に
な
り
自
力
で
脱
出

で
き
な
か
っ
た
人
の
約

８
割
は
、
近
隣
住
民
な

ど
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
に
あ
っ
て

は
、
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
や
、

　

自
治
会
の
役
員
は
、
多
く
が
60

代
以
上
の
方
々
で
す
。
平
成
23
年

度
に
行
っ
た
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
会
長
は
70
代
が
最

も
多
く
41
・
９
％
で
、
60
歳
以
上

と
な
る
と
82
・
３
％
と
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
次
代
の
後
継
者

が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
中
、

自
治
会
の
将
来
を
危
惧
す
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
会
員
の
活
動
参
加
状

況
に
も
関
連
し
て
お
り
、
限
ら
れ

た
会
員
の
み
の
参
加
で
は
、
後
継

ぎ
の
人
材
に
出
会
え
な
い
と
い
う

の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

　

一
方
会
員
か
ら
は
、
仕
事
や

日
々
の
生
活
な
ど
で
、
参
加
す
る

時
間
的
な
ゆ
と
り
が
な
い
と
い
っ

高
齢
者
夫
婦
の
み
で
生
活
し
て
い

る
世
帯
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
や
家
族

を
守
っ
た
り
、
高
齢
者
が
一
人
で

思
い
悩
む
こ
と
な
く
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

社
会
を
構
築
す
る
に
は
、
住
ん
で

い
る
地
域
住
民
同
士
に
よ
る
普
段

か
ら
の
支
え
合
い
が
必
要
で
す
。

■
　

住
民
と
し
て
、
地
域
に
果
た
せ

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
人
々
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
意
識
し
、

地
域
活
動
に
目
を
向
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
出
た
こ
と
の
な
か
っ
た

行
事
に
参
加
し
て
み
る
な
ど
、
で
き

る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
お
互
い
さ
ま
」
の
気
持
ち
で
よ

り
よ
い
住
環
境
を
皆
さ
ん
の
手
で
。

た
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

自
治
会
が
抱
え
る
最
大
の
問
題

が
こ
の
世
代
交
代
。
こ
の
先
の
安

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
は
、

会
員
皆
さ
ん
の
関
心
が
大
き
な
カ

ギ
に
な
り
ま
す
。

　

■
役
員

◎
な
り
手
が
い
な
い
、
少
な
い

■
活
動
・
会
員

◎
活
動
へ
の
参
加
者
が
少
な
い

◎
会
員
の
関
心
が
少
な
い

◎
会
員
数
の
低
下

代

参考：「平成 23 年度自治会に関するアンケート集計
結果」江別市自治会連絡協議会、江別市 2011.6
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　自治会への加入をＰＲするパンフ
レットができましたので、必要な部数
をご連絡ください。
☞市民生活課　☎ 381-1018

自
治
会
活
動
を
た

く
さ
ん
の
写
真
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
課
市
民
活
動
係
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